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匂ザコ

う
す
ぐ
開
校

西
条
小
学
校

甲
府
昭
和
高
校

校

昨
年
七
月
に
着
工
し
た
西
条
小
学

校
建
設
は
、
四
月
開
校
に
向
け
、
工

事
も
最
終
段
階
を
向
か
え
て
い
ま
す
。

本
町
は
、
人
口
増
加
率
が
高
く
、

教
育
環
境
の
充
実
は
最
も
重
要
で
あ

り
、
西
条
小
学
校
の
開
校
に
よ
っ
て

み
な
さ
ん
の
望
ん
で
い
た
、
ゆ
と
り

あ
る
教
育
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
甲
府
昭
和
高
校
も
着
々
と

工
事
が
進
み
、
四
月
の
開
校
に
差
し

支
え
の
な
い
施
設
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
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町の人口・男 4，890人(+23)・女 4，820人(+10)・計9，710人(+33)・世帯数 2，835戸(+9) 2月 1日現租)内は前月比



を策定

畑

町

で
M
M

こ
の
ほ
と
国
土
利
用
断
面
注
に
釜
づ
〈
園
土
利
用
計
画

一

四
《
昭
和
町
針
繭
}
を
積
定
し
ま
し
た
・

四

均

一

』の
計
調
N
M

昭
和
五
十
六
年
七
月
か
ら
調
査
、

研
費
等
の
鴛
定
作
貧

血

一
を
す
す
め
て
い
た
も
の
で
昨
年
+
一
月
の
園
土
利
用
計
画
面

E
乙

川
面
V

闘
盤
会
"
で
承
包
さ
れ
・
舗
略
的
に
県
の
闘
昼
食
院
で
留
め
ら
れ
.
明

町
+
二
月
定
例
町
磁
舎
に
極
寒
し
織
決
さ
れ
ま
し
た
・

明

M

腕

町1相 59句3!11日発行 121

て昭和65年ま々の「

」計画的な土地利用』

国
土
利
用
計
画

〈附
拘
町
針
薗
v

は

国

土
利
用
計
画
法
第
八
条
の
組

定
花
屋
づ
き
、
地
方
自
治
法
第
三
条

努
五
項
の
基
ぶ
棉
鮒
誌
に
即
し
で

Mm

制
六
十
丘
町
を
丙

Ha年
次
と
し
た
馴

仰
町
の
脳内
械
に
お
ω
り
る
国

k
の
利
川

町計画)

昭 報広町和

に
関
し
て
必
要
江
町
中
項
を
定
め
た
も

の
で
す
の
で
そ
の
内
習
に
つ
い
て

お
知
勺
ぜ
し
ま
す
・

変1.うしてい〈 昭如パイパス付近(西象地内}

町
土
利
用
の基

率

方

針

町
止
の
利

mは
、
町
』3
が
現
在
必

よ
び
将
来

κお
ωり
る
町
民
の
た
め
の

限
hv
れ
た
箆
甑
で
あ
る
と
と

bκ

生
音
お
よ
び
生
茸
を
過
す
る
諸
話
動

の
共
通
の
鑓
鍵
で
あ
る
と
い
う
忽
厳

の
も
と
に
、
公
共
の例
制
祉
多
優
先
さ

せ
、
か
り
が
え
の
な
い
自
燃
会
守
り

つ
つ
・
社
会
的
、
経
節
的
志
よ
ぴ
文

化
的
銑
条
件
に
配
慮
し
よ
り
暖
か

な
人
問
調
喰
そ
創
造
し
て
い
く
た
め
、

英
知
と
野
力
会
紡
集
し
良
期
的
信

腿
mm
の
も
と
に
‘
訓
仰
の
と
れ
た
町

土
の
総
合
的
か
っ
制
面
的
信
上
地
拘

mを
図
ら
俗
け
れ
ば
U
ら
は
い
.

本
町
の
喝
合
館
市
化
が
急
還
に

温
む
ζ
と
が
予
怨
さ
れ
る
が
優
良
鹿

用
地
の
権
保
と
そ
の
生
原
虜
雀
の
厳軍

備
保
全
に
印

m
gし
作
ゆ
が
り
・
計
画

的
市
街
化
と
て
寒
地
M
恨
の
陶
衡
に
努

め
仲
間

良、

工
の
調
伽
仰
の
と
れ
た

町
を
形
成
す
る
も
の
と
す
る
・

ζ

の
た
め

土
地
利
問
の
伝
像
に

つ
い
て
U
計
画
的
低
調
帥窓
会
図
り
つ

つ
、
慎
震
に
対
処
す
る
必
量
が
あ
屯

利
用
区
分
別
由

町

土

利

用

の

基

本

方

向

-v
a周
地

本
町
の
場
合
忽
遺
伝
都
市
化
に

対
応
す
る
た
め
‘
優
良
段
悶
砲
に
つ

い
て
は
そ
の
保
全
に
努
め
る
が

そ
の
他
の
鰻
川
地
に
つ
い
て
ほ
今

後
発
位
す
る
宅
地
情
裂
に
対
処
す
る

た
め
総
合
的
か

つ
針
闘
的
K
E再
検

す
る
む
の
と
す
る
・

.，
氷
雨
阿
川
、
水
路

ホ
街
河
川
‘
水
路
の
う
ち
‘
河

川
水
路
に
つ
い
て
は
虚
業
用
か

ん
が
い
問
ホ
路
の
鍍
舗
を
趨
め
る
と

と
む
に
生
活
排
水
工
場
野
水
の

柵
加
に
対
処
し
つ
る
よ
う
、
充
実
、

疲
備
に
努
め
‘
虚
業
そ
の
他
に
お
よ

ぽ
す
災
W
を
防
止
す
る
・

-v
週
路

活
断
の
う
ち
工
般
過
に
つ
い
て

は
町
内
を
組
過
す
る
閣
温
風
湿
の

佐
賀
舗
に
協
力
し
、
ま
た
節
前
化
に

伴
う
宅
地
の

mmK対
処
し

生

活

um盤
等
の
鞍
偏
多
過
め
る

た

め

必

要
信
用
地
の
艦
保
を
図
る・

鹿
遣
に
つ
い
て
は
.
農
窓
生
度
性

の
向
L
L
と
、
島
地
の
週
汗
は
育
園
明
金

図
る
た
め
に
そ
の
後
備
に
鍔
め
・
色

V
宮
旭

宅
地
の
う
ち
、
住
宅
櫓
陀
つ
い
て

M
M
、
今
後
予
怨
さ
れ
る
人
口
お
よ
び

世
俗
散
の
憎
加
に
よ

勺
で
、
蒋
し
い

土
地
儒
艇
の
榊
加
が
考
え
り
れ
る
の

で
、
生
指
関
海
飾
肢
の
鍵
備
を
虐
め

な
が
ら
針
闘
的
花
隈
削
州
地
か
ら
の

転
慢
を
悶
り
.
限
り
め
る
町
土
の
有

幼
利
用
を
図
る
・

工
場
用
地
に
つ
い
て
は
‘
現
段
の

工
薬
団
地
の
整
備
充
実
を
図
り
・
環

境
の
保
全
に

一
楢
の
配
慮
金
加
え
屯

-v
そ
の
他

文
化
絡
役
.
公
欄
紛
地
巴
繍
M

他
施

俊
得
の
公
用、

公
共
総
段
の
用
地
に

つ
い
て
同
町
民
生
活

k
示
4
欠
の

b
の
で
あ
る
の
で
、
環
境
の
保
全
お

よ
び
そ
の
配
殴
に
留
愈
し
俗
が
り
.

必
要
は

m地
の
健
保
を
図
る・

利

用

区

分

ご

と

の

盟
櫨
慢
の
目
樟

-
計
画
白
日
開
年
次

は

昭

如
六

+

五
年
と
し
.
u
m
m年
次
は
昭
利
五
十

年
と
す
る
・

-
町
並
利
則
の
鑓
礎
的
削
機
と
は
る

人
口
と
ω
L
W
W
散
に
つ
い
て
U

町
何

六
十
五
年
に
お
い
て
人
口
は

-
万
六

六
四
五
人
‘
世
帯
数
は
四

八
五
五

位
需
に
俗
る
も
の
と
予
怨
さ
れ
る
・

.
町
土
の
利
別
区
分
乙
と
の
観
模
の

目
標
に
つ
い
て
は
利
用
区
分
別
の

町
土
の
利
用
の
現
況
と
変
化
に
つ
い
.

で
の
飼
硲
ほ

nmづ
き
、
将
来
人
口
曽
婚

を

m蝉
と
し
問
地
面
倒単位
等
金
し

ん
し
av
〈

し

て

利

川
区
分
別
に
必



要
は
土
地
面
拘
酬
を
予
刻
し
‘
土
地
利

用
の
実
患
と
の
調
径
を
什
い
定
め

る
も
の
と
す
る
・

-
町
土
の
利

mの
ぷ
本
傭
怨
に
uaづ

く

聞

知
六
十
五
年
の
制
問
区
分
ζ

と
の
縦
慢
の
目
隠
M
M

別
必
の
と
必
り

で
す
.

地
織
別
白
樺
要

報

本
町
M

崎
市
街
化
広
場
と
市
街
化
震

後
区
凶
慣
に
=
分
さ
れ
.
町
の
巾
心
島
市

が
市
街
化
調
鍵
区
域
K
.
周
辺
創
部
が

市
街
化
区
援

κ指
定
さ
れ
て
い
る
の

で

本
町
の
社
会
的
‘

u
眼
前
的
条
件

と
と
も
に

ζ
れ
り
の
点
を
勘
案
し

て

巾

心

噌
峻
と
周
辺
地
域
花
区
分

す
る
・

マ
中
心

mu啄

ζ
の
凶
地
織
は
‘
本
町
の
ゆ
む
慨
を

彫
威
し
金
値
慣
が
市
街
化
現
笹
民
援

に
倍
定
さ
れ
て
い
る
が
‘
甲
府
信
市

圏
の
広
大
と
と
も

κ宅
地
化
へ
の
要

求
が
強
く
は
q

て
い
る
・

・

-mm地
κつ
い
て
は
凶
場
銭
偏

さ
れ
た
優
良
鹿
地
の
憶
保
に
努
め
.

そ
の
高
度
判

mを
図
る
・

-
&小
面
，
河
川
水
絡
の
う
ら
.
阿

川

水

路

κつ
い
て
は
、
昼
寝
自
民
民
地

κ射
す
る
か
ん
が
い
用
水
路
の
後
備

に
労
め
る
・

-
辺
路
の

う

ち

-
経
過
陀

つ
い
て

u，
甲
府
軍醐
市
計
耐
街
路
の
陣軍備、

拡
充

κ釧
働
力
し
.
町
通
の
信軍備
鉱
交

に
努
め

aRa砲
に
つ
い
て
は
昼
夜
白
血

広町和昭13) 馴何59if.3JII日発行

地
の
高
度
利

mの
た
め
‘
今
後
と
も

そ
の
倫
理
備
充
実
を
関
る
・

-
宅
地
に
つ
い
て
低
叩
府
筋
市
圃

の
広
大
に
対
処
し
‘
本
地
域
の
将
来

の
兎
M

般
に
対
処
で
き
る
よ
う
市
街
化

調
位
以
械
の
比
也
し
を

η
ヮ
た
後

地
紙
内
優
良
農
地
に
対
司
る
彫
・
を

考
慮
し
山
側
貯

ue活
環
境
を
信
保
e

，

る
乙
と
を
附
鎚
と
し
て
住
宅
地
の

広
川
首
会
計
画
的
に
実
施
す
る
・

ヤ
し
場
州
地
に

つ
い
て
は
地
織
内

度
地
お
よ
び
佑
宅
地

κ対
す
る
公
郁

嵐広
生
防
止

κ初
め
つ
つ

検
序
あ
る

m地
の
磁
保
を
図
る
・

-
公
共
掲
役
用
地
に
つ
い
て
は
市

街
化
現
瞥
Ma
繊
の
見
出
し
を
考
歯
憶
に

入
れ
紅
が

り

計

画
的
に
そ
の
確
保

を
図
る
・

V
尉
辺
地
緩

乙
の
地
域
防防
本
町
の
北
京創
部お

よ
び
酋
南
部

κあ
う
て

市
街
化
区

械
に
箔
疋
さ
れ
宅
地
化
が
趨
ん
で

い
る
が

陵
地
む
そ
の
間

κ散
在
し

て
い
る
・

-mm地
陀
つ
い
て
怯

計
画
的
信

敏
序
あ
る
宅
地
へ
の
転
用
を
悶
る
・

・
温
悦
"
の
う
ら

一
般
週
に

つ
い
て

U

M叩

mmmmu削
酪
面
路
の
鍵
傭
鉱

充
に
協
h
H
し
ま
た
宅
地
化
K
必
要

伝
町
温
の
桜
備
に
努
め
る
・

a温
K

つ
い
て
は
宅
地
化
に
伴
い

=
般
道

へ
の
伝
周
を
凶
る
・

-
宅
地
の
う
ら
住
宅
地
に
つ
い
て

は

良

好
伝
給
高
成
境
安
値
保
す
る

た
め

枝
序
あ
る
盤

備

充

実
を
図

る
・
工
場
周
地
に
つ
い
て
M
M

公
警

防
止

κ留
怠
し
つ
つ
‘
計
画
的
低
笹

備
に
努
め
る
・

-
公
共
臆
段
岡
地
に
つ
い
て

U

針

闘
的

κ別
地
の
確
保
を
図
る
・

目
揮
を
連
成
す
る
た
め
に

必
要
な
借
置

町
上
の
利

m区
分
ζ
と
の
悶
傾
告

謹
成
可
る
た
め
に
必
要
伝
地
例
区
の
概

裂
は

つ
ぎ
の
と
あ必り
で
す
・

マ
土
地
刷
附
院
関
す
る
注
惚
等
の
迫

切
信
連
周

闘
土
利
伺
計
画
同
法
の
ほ
か
鶴
市

計
画
法
震
業
銀
関
地
値恨
の
疲
備
に

倒
す
る
陰
地
開
等
の
各
橿
の
個
別
法
の

趨
切
俗
運
周
に
よ
り
総
合
的
伝
調

盤
を
図
り

a
E
U士
地
利
用
の
健

保
と
櫓
価
の
安
定
に
努
め
る
・

V
地
域
観
霊
備
艦
鏡
の
縫
通

町
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た

め
偲
市
近
"
の

a
I共
存
地
榊

wa

-
hv
ぴ
に
住
吉
地
と
し
て
の
総
合
的
伝

積
場
の
倭
舗
を
凶
る
・

-v土
地
利
則
陀
係
る
盟
嶋
の
健
全
お

よ
ぴ
安
全
の
憶
保

町
土
の
保
全
巴
公
容
の
防
止
、
自

然
鳳
塊
の
保
全
寄

κ配
慮
し
た
町
土

の
総
合
的
か
つ
計
画
的
低
利
朗
を
図

Zu--
V
土
地
利
側
駐
検
の
適
正
化
と
土
地

の
有
効
利

m

-a
m幽砲に
つ
い
て
は
.
庫
業
経
営

の
安
定
お
よ
び
生
優
位
の
向
上
を
悶

る
た
め
に
‘
優
良
農
地
の
確
保
に
努

め
農
悶
地
の
利
用
伝
倹
に

つ
い
て

は
、
農
海
経
営
の
安
定
、
お
よ
び
地

域
鏡
震
へ
お
よ
ぽ
す
彫
・
K
溜
怠
し

aa以
外
の
上
地
利
岡
と
の
針
画
的

俗
劇
般
を
回
る・

-
水

面

河

川

水

路

の

2
0
河

川
‘
水
路
に

つ
い
て

u、
か
ん
が
い

mホ
の
纏

保

等

B
E亦
用
水
の

俳
取
に
配
慮
し
、
そ
の
改
修
鐙
備
を

図
る
・

-
道
路
の
う一
色
、

-
般
道
に

つ
い
て

陥
併
倒
滋
路
泌
よ
ぴ
少
函
滋
路
の

鑑軍備
そ
悶
り
.
県
道
に
つ
い
て
は
息

地
の
宅
地

6mκ
伴
勺
て
一

般
温
へ

伝
換
し

そ

の

盤働問

κ鍔
め
る
・

-
宅
地
の
う
ち
住
宅
地
に
つ
い
て

は
、
土
地
区
薗
償
理
事
業
を
積
極
的

に
縫
通
す
る
と
と
も

κ
公
共
お
よ

び
民
聞
に
よ
る
針
繭
的
信
宅
地
側
発

の
促
遥
会
図
る。

町土の ~JI!l区分ご と の白梅

，11¥位 h.J

工
場
用
地
、
既
役
工
難
問
地
に
つ

い
て
は
そ
の
盤
備
充
実
K
努
め‘

続
た
臼
工
場
周
他
K
つ
い
て
M
M

公

害
防
止
に
留
意
し
つ
つ
計
画
的
に
設

定
す
る
七
の
と
す
る
・

-
そ
の
他
の
土
組
制
刷
の
う
ら
公

M

片
的
組
般
の
M

川
地
等
に
つ
い
て

ω

地
織
の
特
性
既
存
脆
肢
の
実
智
等

に
対
処
し
た
位
置
に
努
め
る
・

-v
町
上

κ関
す
る
調
査
の
実
施

町
上
の
適
切
低
利

mを
図
る
た
め

必
量

κ応
じ
て
町
上

κ関
す
る
調
訟

を
*
‘
す
る
・

必
要
に
応
じ
て

見
直
し
を

昭
如
六
十
五
年
を
目
懐
血
事
故
と
し

た
国
土
利
周
針
酋
八
昭
如何町
計
画
V

の
穫
量
は
以
上
の
と
お
り
で
す
が

今
後
は
乙
の
針
扇
に
つ
い
て
、
縫

合
的
か
っ
計
画
的
U
A付
政
の
湛
営
を

図
る
た
め
に
必
要
K
応
じ
て
見
直

し
を
行
ヲ
て
い
〈
予
定
で
す
.

目 分 昭和初年 III'Hn65年

a m 地 46 1 170 

a 地 46 1 170 

保'"肱牧地

事録 体

E誕 野

水面‘河川、水路 28 28 

遭 ilI 52 102 

可E 地 154 44' 
住 宅 地 80 1 7 1 

工場捌地 25 150 

そ の 他 49 1 1 9 

そ の 他 22 3 178 

S十 91 8 918 
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健康i曽進にアドバイス
望者10回昭和町健康まつり

ζ

の
-
日‘

自
分

の
鍵
肢
を

明
日
を

に
信
一つ
子
ど
も
の
健

蟻
を
凶
羽
織
の
健雌慨

を
宥
え
て
み
ま
し

a

う
と

白
川
二
十
九
日

中
央
公
民
館
で
昭
和

町
母
子
愛
育
会
の
支

備
に
よ
る
第
十
回
健

康
ま
つ
り
が
盛
大
に

開
幡
さ
れ
ま
し
た
・

会
樹
で
は
、
各
組

区
愛
誉
会
M
V

感
作
し

た
食
生
活
や
鎚
山
康
状

態
制
調
査
位
ど
の
結削減

が
哩
計一
さ
れ
、
体
位

体
力
、
血
圧
は
ど
の

鍵
臨
康
管
理
ヨ
ナ
l

m府
市
立
術
院
の
村

絵
岡
高
師
に
よ
る
貧

血
、
用
状
線
、
乳
M
V

昭

ん
の
倹
穆
コ

ナ

は

ど
.
い
ろ
い

ろ
信
コ
ー
ナ
ー
を
股
ωυ
‘
住
民
の
健

離
精
道
の
た
め
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
し
た
・

午
後
か

り
は

『私
は
削おう

乙

れ

か
り
の
社
会
と
人
聞
と
」
と
姻
し
て
、

映
画
監
管
の
羽
仁
泊
先
生
の
僑
擁
も

あ
り
、
公
民
館
前
広
嶋

κ防
お

で

ん
な
ど
の
屋
台
ーも
で
て
、
ま
つ
り
を

盛
り
あ
げ
ま
し
た
・

ま
た
、
愛
脊
会
で
は

パ
ザ

'
等

の
収
益
金
の
-
郎
五
万
円
を
闘
拘

町
社
会
繍
祉
協
盟
会
へ

W
Fさ
E
ペ

よ
い
歯
の
三
雌
児
と
健

a

づ
〈
り
徳
悟
の
入
還
者

ほ
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

〈
助
嚇
紘
W醜
噌
〉

-v
よ
い
歯
の
三
歳
児

〈
西
条

-
区
〉
升
口
恵
理
.
角
野
勇

人・

八
百
集
ニ
E
V
中
込
子
容
上

杉
am
矢
、
総
鱒
直
也
、
大
税
制
、
組
晴

海
範
雷
、
宥
娼
敏
文
、
川
鈎
亮
-
伸

一一戸
電
ニ
.
高
野
光
朗
、
倒
健
太
郎

被
辺
俺
拝
、
稲
葉
樹
‘

H
U
図
醤
太
郎
、

小
樽
徹
、

〈
清
水
新
島
〉
笹
志
麻
衣

子
、
太
閤
み
ず
降
、
腎
滞
恵
美
子
、

笹
本
か
お
り
笹
本
さ
お
り
歓
山

椎ロ樹

〈
西
条
指
図
〉
大
前
震
緩

長
図
麟
子
、
〈
持
組
〉
清
水
直
樹
、

小
外
省
息
地
字
、
山
鴎
秀
実
‘

〈
河
束

中
島

V
深
沢
主
介
、
村
佳
様
子

志

村
怜
子
、

吉
本
久
実
子
原
康
団
施

月
符
入
、
自
氾
羽
入、

三
俊
英
樹
、

故
山
牟
司
‘
小
沢
M
骨
太
‘
岡
島
誠
司

ゆ

〈
集
地
区
開
屈

V
池
昭
郎
旭
入
、
八
睡
喰

v
h

網
縦
長
也
、
〈
何
回
〉
五
味
愛
子
、

四

志
村
多
恵
子

〈
土
荷
wmV
綜
地
拘

時

人‘

〈
上
回門東
二
区
〉
神
谷
光
史
郎
‘

同
交
通
事
散
ほ
隼
々
噌
加
し
て
お
り
、
今
回
の
大
き
伝
社
会
問
題
に
な
っ

島
埠
響
奈
、
掘
口
貸
将
、
手
際
景
子
，
M

て
い
ま
す
.

手
穆
晶
子

宮
一
脳
貨
品
柄
、
清
水
健
司

一
こ
の
主
主
・
仙
般
の
当
事
者
に
き
'~
ち
自
身
い
つ
早
変
り
す
る
か
も
し
れ

-v
健
康
づ
〈
り
栂
笹

山
ま
ぜ
ん
・
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
あ
&
た
も
交
通
災
害
共
演
に
加
入
し

。
鰻
優
葺
山
本
ひ
ろ
一子

(飯
喰
)

市

ま

し
ょ
う
・

「母
さ
ん
の
小
さ
低
気
配
り
大

山
V
申
し
込
み
は
三
月
+
六
日
ま
で
に

き
伝
健
康
」

。
優
盛
河
内
箆
ふ
〈

甲

乙
の
共
演
は
町
村
住
民
が
わ
ず

じ

《農
地
区
軒
以
宮

『般
へ
も

二
戸

向
か
は
他
罰
金
を
凶
し
交
通
事
般
に
よ

か
ωり
て

倹
診
ヘ
」
故
山
映
子
《酋

}

令
て
死
亡
し
た
り
ケ
が
を
し
た
と

条
二
区
》

『
さ
わ
や
か
は
笑
組
で
叩

き

そ
の
敏
轡
容
に
見
極
m金
を
支
給

魯
慣
が
町
健
康
づ
く
り
」

岬

し

少

し
で
も
明
る
い
生
活
を
守
q

t

k

県
内
の
金
町

村
M
V

一

倍

w
b
L
hゅ

う
て
実

施
し
て

い
'
A
V

、

，
町
村

住
民
の

た
め
'

の
相
互

依
助
制

度
で
す
.

五
十

九
年
度

分
の
申

込
.
は

す
で
陀

各
家
胞

に
届
い

f、-‘-‘-、岨同 唱曲同r‘-‘-、-‘-・・民-

事 ・ 提 曹 の 阻 a 見.. 
11$_1 A. C: 11.1)(抽民同円

E骨量身障副書官福祉桔直行踊閉刷量..守K蝿窟する蝿曹 古田+制閣

3・岨枯岨，，.月以上の悔宵で翼拍掛目敵 国目以 t I 180.師同

..睡 拍車島守月以上畠ケII-*-轟の幅曹で寓出血自阻 白日且上 110.000 

革帯揖 拍車4ヶ11s:.t土S'T IJ;I，轟の.曹で賀市.，岨 l司自臥土 崎町描

7帯・拍車3守n.土..n量島町.曹で寓楠圃自睡 ..臼且上 市川E

...惜・2ヶ月四>..月.・~.曹で寓措置匝目敏 '"以上 回凪陪... 指揮 1"JI且土zヶ月車圃申・曹で費情揖日置 畠日以土 調... 

.. 専阻 拍車2・崎且上 ，.月牽轟の・書で寓指揮目崎 4回目上 ~皿

"等随 拍車"直属且上2週間未揖の圃曹で寛抽.llll: 3自由上 ，.." 

"帯瞳 耐岨 l週間来掲の画書で寛抽直口融 2回目上 ..醐
_-4" 2.聞 に闘し酬を叩酬の附 ...週間刷幡町

低い場合U 佑康 1ヶJIJ'.tJ:の・・で..てもω等級金限度とする.

加
入
を

て
い
る
ζ
と
と
思
い
ま
す
が
加
入

を
精
怨
す
司令
方
は
附
込
・

K
E
入
し
‘

各
地
屈
の
交
通
安
全
母
の
会
役
員

《
鍋
入
金
支
盤
面
U
V
乏
で
巾
し
込
み

〈
ど
さ
い
.

初
年
度
山
申
し
込
み
期
限
は
、

e-m

手
総
会
等
の
関
係
で
三
月
十
六
日
ま

で
と
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
後
加
入

多
希
望
す
る
方
も
受
付
“
り
ま
す
の
で
‘

役
編
総
窃
際
ま
で
ど
遅
絡
く
だ
さ
い
-

V
加
入
資
格

町

κ属
伎
し
住
民
筆
本
台
帳
K
霊

観
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
川
崎
外
人
盗

録
鰍
圃
粛
に
鐙
録
さ
れ
て
い
る
方
.
 

.
 
，
共
済
働
金

留守額
-
人
h
t
M
内

V
共
前
期
間

開
拘
五
+
九
年
間

M
-回
か
り
開

制
六
+
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

V
見
舞
金
の
崎
求
手
続
き

見
舞
金
付
別
表
の
と
お
り
で
す
が

不
傘
"仇
し
て
交
通
災
省
に
あ
q
た
場

合
は
‘

警
察
に
属
材
繍
佃
協
を
し
た
の

ち
俊
樹
総
務
関
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
.
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水田利用再編対策

今年鹿目栂面積let
9.5ヘワヲーJI，

農家のみなさん

回線達成にご協力を か

109. 

昭
和
瓦

4
三
年
度
か
・
句
集
線
さ
れ

て
い
る
水
闘
利
用
両
編
対
策
は
‘
荷

の
生
産
を
計
画
的
K
調
獲
し
‘
必
要

性
の
高
い
作
物
へ
の
紙
作
鍵
温
を
目

的
と
し
て
、

三
年
聞
を

一
期
と
し
て

泊
め
ら
れ
、
附
利
五
十
九
年
度
を
4
S

。
て
‘
剣
一
=
期
対
厳
に
移
行
す
る
ζ

と
K
俗
り
ま
し
た
・

来
年
度
は
、
第
三
期
対
鍛
の
初
年

度
と
し
て
事
業
が
泊
め
ら
れ
て
い
き

ま
す
が
、
本
町
に
示
さ
れ
た
白
繍
面

倒、

-
O九
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
温
成

の
た
め
、
専
業
、
策
集
且
贋
家
を
と
わ

ず
ζ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
・

ζ

の
事
濃
の
目
欄
迎
般
を
図
る
た

め
、
国
や
町
で
も
別
裂
の
よ
う
に
震

動
繍
助
金
を
支
給
し
ま
す
・

今
後
、
計
画
書
は
鰻
京
総
合
日
"
を

保
育
所
入
所
追
加
申
請
を

三
月
七
固
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す

町
で
は
.
昭
如
子
九
十
九
年
度
保
育

所
入
所
持
留
者
の
受
付
ω
J

舎、

一
月

十
三
日
か
り
三
十

-
固
ま
で
d
行
い
ま

し
た
が
‘

商
条
地
区
の
昭
如
保
育
所

《定
員
六
十
名

v
e除
aa.
ま
だ
定

m
k
A
m絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
所

を
希
堕
さ
れ
る
方
は
三
月
七
日
ま
で

に
、
役
場
制
m
M
m
m
k
巾
m
・
が
お
り

ま
す
の
で
申
し
込
み
〈
だ

8
ぃ
.

信
お
、
入
所
掃
舗
聴
者
MM酋
条
地
亘

と
嗣仰除
地
区
に

つ
い
て
は
伸
治
則
保

育
所

《定
員
六
十
名
v

‘
指
氷
地
区

は
常
永
保
育
所
《
定
百
旦
ハ
+
名
v
、

k
河
東
地
区
は
よ
向由
来
保
務
所

《市川
崎

員
六
十
名
V

と
、
そ
れ
ぞ
れ
各
地
区

と
と
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
.

入
所
侵
件
は
母
船
"
が
勤
労
宥
も

し
く
似
内
喰

パ
ー
ト
等
の
従
感
宥

ま
た
陪
病
気
は
ど
の
理
由
で
保
育

w
h

欠
げ
る
児
露
で
す
・

!jj 
5ji 

iiiiiijiiii?!;!;福
'¥fi剖;

v 雪 1用

高 c車

自ヨE軒再
三竺 :h r 付 が

!電昼間Fjf
zii臨時iifi費?iL iqsq-ji刊行i;会

水凶事事・"".対賀直奨励補助金の種類と銅
昭和町10・当り

掴吏付金ー 田町史付金『

• • .本.u. |町幽包拠.喝. 囚 徒

4隊"司Fa.S史..48..000 10.000 10.000 、 . .  

℃E 41・40.000 10.000 10.000 

ー付Z.R4"4，zy裏. 20.000 "曲目。 "骨骨骨

.《ee.金，智 E層 Z且..咽 ...圃
値周最刷局舟 H50Cl 掴碑骨予定I-・・- -・ 同四申H- -

;ii岡羽iiiE3;h 
い lrH:T4・品ζ 書留十Z手

:;陸間 !i!?!ii
ま咽|:ii3525Fサfii値目出で四ti

新
学
期
を
控
え
て

子
供
の
交
通
事
故
防
止

周
聞
に
対
す
る
注
倉
カ
が
ま
だ
十

す

.

分
で
ほ
く
位
覧
会
応
対
す
る
知
僚
も

三

月

と

も

U
る
と
.
子
供
た
ち
も

不
十
分
そ
し
て
心
身
と
も
に
発
遣
戸
外
で
選
ぷ
ζ
と
が
多
く
伝
り
交

過
胞
に
あ
る
子
供
は
今
回
の
交
通
通
事
敏
に
遭
う
勉
険
性
も
そ
れ
だ
げ

事
怖
か
ら
み
て
必
年
裕
り
と
と

b

高
〈
な
り
ま
す
・
ま
た
乙
の
時
期

κ
一
橋
弱
い
立
織
に
あ
る
と
い
え
ま
は
‘

新
入
品
子

《闘
V

シ

ズ

y
を
健

ぇ
‘
子
供
M

民
対
す
る
炎
適
安
全
教
省
阿

M
F
必緬
震
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
・

子
供
の
交
遂
事
故
の
特
徴
。
行
動

の
絡
μ
慢
を
煙
解
し
て
.
具
体
的
に
指

噂
し
‘
子
供
を
交
通

e般
か
ら
作
寸
勺

て
く
だ
さ
い
.
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り
さと

づく

報

る

広

よ、

町

園田

西
条
一
区
で
は
昭
和
町
ふ
る
さ

と
づ
〈
り
事
象
と
し
て
‘
社
会
教
育

催
逼
餐
同
会
が
、
年
間
行
事
計
画
そ

虫
由
来
し
て
偽
縄
市
浪
を
ユ庁
勺
て
い
ま

す
が
.
ζ

の
計
画
以
外

k
b・
偉
人

ク
，
プ
・
凶
人
ク
ラ
プ
の
多
〈
の
ん

々
が
地
区
住
民
の
ふ
れ
合
い
の
岨
帽

を
つ
く
る
た
め
に
、
積
々
の
行
事
会

行
勺
て
い
ま
す
・

左
人
ク
ラ
プ
は
、
毎
週
土
副
曜
日

κ

ゲ
t
ト
ボ
ル
尚
人
ク
ラ
プ
で
U

舞
踊
望
号
ま
た
小
学
K
M
M
昨
年
か

」
席
書
大
会
を
可
作
い
、
公
会
堂
に
展

示
し
て
区
阻
止
γ
叫
に
見
て
い
た
た
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|3種連合予防篠種|

日時 3，] 22回(木〉 午後t時-2時
刷所中央公民館

8察当兇昭如"年9月 1日~昭和 57年3月3'
固までの幽生児([ JJ!) 

昭如 55年3月 1臼~昭狗'"勾'8R31 
日までの出生児で米銭樋者

l矧3回を完了して 1年から 1年6か

月以内の者 (U期1.
ただし 5，"，か月までの幼児

母子F鰻・問診家

同相鈎年3月 1日発行 181

3月白ゴ ミ 収量目| 1・子手帳受付| |現見瞳庫相，I蟻d.......咽臥日
実施日 受付時間 緩 当 兇 崎月時

自腹 咽目 内密 地 区 日 時 3月3日比}
昭和58年8月生まれ

木 可燃 物 金 地 区 17日出 3月7m桐 午後
11月生まれ 中 央

s 月 . . 午前9時ー 1時~
昭和国年2月生まれ 公民館11時却分 3月8日帥3 2時

7 水 ガラス煩 . 
相他所中央公 民館

5月生まれ

8 木 可 組 物 . m.母子手帳交付希盟者同 持ち物母子手帳、食べものについての質問票

12 R . . 印置をど持書ください.

|望え がヲ7.リ:ク長I1iM，j15 本 ' 
. l不:111司id，蝿日|

16 金 金属頭 抑願 ・常永 日 時 3月釘日 【火】午後I時-2時

19 月 可継物 全地 E
日時 3月2日

場 日野中央公民館
午前1時加分~

21 水 金属 鎮 西帯地区 山崎25分 箇当児昭和58年4月 l日~町如回年9月30日

n 木 可制限物 全 地 区 場所旧役場 前 までの出生児。

26 月 . j砂 出収集車がくるまでは飼 昭和田年10月 1日~昭何時年3月31日

木
主もい唱しょにいてくだ までの出生児で来接掴宥，

29 " • 昭如58年3月ftBCGを惜種した者さも、.

|現児整車外科睡眠|

{掛転確認〉

1. ち物母子手帳

判 定 3月 羽 田 桐 午 後1時-2時、判定"

実艦臼 3月28日民〈制蛤 受付崎間午後 l時-，時却分 調室で行います.屯お、判定の結県相陸
場 所中央公 性者ICliBCGを陰極いたします.
1<<当児昭和弱年 10月 1日ー昭和 田年 1R 31日までの m上記鵠当児のうちBCG接橿後 1年以内@幼児品封

出生児 象外です.
持ち物母子手帳 .:;:曜乳食指噂も同時に実施いたします，

|毛:夕 、児!I!:.- ~齢::iJ
2 ・児 蝿 科検酷 | 爽施日 3月 15日(木〕

災 施伺 3月6日[火〉 受付時間 午 後 1時-，時30分 受付時間 午後 l時-2時

場 日時中央公且館 場 所 中央公民館(受付は踊ilでします)

館当児昭相時年 12fJ 1日ー昭如57年3月 31固までの 蹟当児昭和田年 12月 1日ー剛相 "年2月28

出生児 日までの出生児幅および前由来受診児.

持 ち物母子手帳幅幅広ついての質問踊‘面目使4 ている 持ち物 母子手帳 ・3歳児値雌踏査軍
コヲプと幽プラシ 食べものについての質問顕

報広町和昭
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